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　『本事詩』の注釈は2008年度に「情感」の詩話、12
話をほぼ終わり、2009年度は「事感」「高逸」「怨憤」「徴
答」「嘲戯」の部類、’29話を対象にした。どのような
詩話か、どのような点に注意を払って注釈したか、二、
三の例を報告する。
　「事感」の第三話は元積の「黄明府」という詩に関
する話である。元積は監察御史となり、東川節度使と
して赴任するが、褒城で黄明府という役人の迎えを受
ける。その姿を見て、元積は昔罰酒の席で逃げ帰った
黄丞という男であると知る。黄明府も元積を思い出し、
他日褒河の船遊びに招待する。褒河は歴史上周の幽王
の寵妃であった褒姐や、諸葛亮の五丈原の戦いのあっ
た有名な場所。元積はその地を船で遊覧しながら歴史
に思いを馳せ、「黄明府」を作ったというのである。
　注釈では元積の主要な経歴、監察御史、東川節度使
という官職、褒城の地理と歴史、黄明府という男、そ
の他語句について記し、当該詩の解釈と鑑賞、また「黄
明府」詩を掲載する作品一『元氏長慶集』巻十、『全
唐詩』巻四〇五、『唐詩紀事』巻第三十七、『太平廣記』
巻四百九十六・元積一を指摘した。それは『本事詩』
が何に基づいているか、またそれぞれの作品の記事や
本文の異同を明らかにするためである。
　「高逸」の第二話は杜牧の故事であるが、その後半
は杜牧が分司御史として洛陽に赴任した時の詩話。当
時の洛陽の名士で権勢を誇った李司徒の宴会は女妓百
余人が侍る酒宴であった。杜牧はその席で紫雲という
妓を譲って欲しいと李司徒に申し出て一座を驚かせた
が、即興の詩を高吟して人々を感服させたという話。
このよう話は杜牧の奔放で豪快な人柄を示すエピソー
ドとして理解できるが、一方こういう話にも杜牧の人
生におけるそれなりの事情があったことに注目して理
解すべきなのか、解釈は分かれるかもしれない。
　杜牧の妓楼における遊興は干鄭『揚州夢記』に記さ
れた。准南節度使・牛僧濡の招きに応じて、揚州に赴
任した杜牧は遊興に明け暮れる日々を送るが、これを
案じた牛僧濡が杜牧の行動を監視して記録し、それを
示して諌めた。この牛僧儒の忠告に杜牧も恥じたとい
うのである。833年から835年にかけてのことである。
一方、杜牧の洛陽赴任前後は長安で文宗による宣官の
粛清が行われた時期であり、杜牧の友人は文宗に宙官
粛清を献策した高官を批判し、退けられた。そういう
中で杜牧は835年7月病気を理由に洛陽に移る。杜牧
の行動にはそうした政治的な背景を考慮する必要があ
るのではないか。洛陽における勤務に対する不満が
あったという研究もある。『本事詩』の詩話は政治的
な問題が裏にある場合が多い。注釈ではその点に注意
を払った。
　「徴答」第一話は、劉希夷が自作の詩について「徴替」
一災いを招く詩ではないかと恐れ改作するが、他人に
見せると不吉な詩ではないと言うので、そのままに残
しておいたところ、翌年の春、劉希夷は死んだという
話。「徴沓」は災いの徴候の意味。その不祥を恐れた
句は、「今年花落顔色改、明年花開復誰在（今年花落
ちて顔色改まる、明年花開いて復た誰か在る）」であ
るが、それを「年年歳歳花相似、歳歳年年人不同（年
年歳歳花相似たり、歳歳年年人同じからず）」と改め
たものの、これもまた不祥ではないかと恐れた。劉希
夷のこの句は「白頭吟」（代悲白頭翁）の一部分であ
るが、はたして劉希夷がこの話のように不祥の句とし
で悩んだかどうかはわからない。後世になって作られ
た伝承の可能性が高い。『大唐新語』により詳しい話
があり、辛文房（14世紀？）の『唐才子伝』になると、
この詩が原因で劉希夷は舅の宋之問に殺害されたとさ
れる。宋之問は「年年歳歳花相似、歳歳年年人不同」
が気に入り、自分に譲るように要求したが、劉希夷が
与えなかったので、下男に命じて殺した。はたしてこ
れが事実か否かはわからないが、話がここまで来れば、
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この詩句が「徴答」の部に入っている意味がよくわか
る。
　「徴異」の部のag－一話は継子虐めの話である。先妻
の遺児五人を、後妻が虐待したので、五人の子どもは
亡母の墓に行き訴えた。亡母は墓の中から現れて、夫
と子どもを思う詩を書いた。子どもがそれを父に見せ
たので、後妻は悪行が明らかになり懲らしめられる。
死者が墓から出てきて詩を書くという珍しい話であ
る。詩の出典が不明なのが残念であるが、話は伝承説
話としては一つの類型である。これは日本の継子虐め
の話と直接比較できる素材である。
　『本事詩』の注釈はほぼ予定通りに仕上げることが
できた。多くの関係資料や補足資料を提示できると思
う。平安鎌倉文学における『本事詩』受容は用例は多
くはないが、『本事詩』によっていると考えられる物
語（場面）が確実に存することを再度述べておく。
